
聖霊降臨後第 7主日特祷  特定 １１ 

恵みと憐れみを賜るとき､殊に全能を現される神よ､豊かな慈しみをわたしたちに与え､あなたが

約束されたものを目指して走り､ついに天の宝にあずかる者としてください｡主イエス･キリストによっ

てお願いいたします｡ アーメン 

 

旧約聖書  知恵の書 12:13,16-19 

すべてに心を配る神はあなた以外におられない。だから、不正な裁きはしなかったと、証言なさる

必要はない。 

あなたの力は正義の源、あなたは万物を支配することによって、すべてをいとおしむ方となられ

る。あなたの全き権能を信じない者に､あなたは御力を示され、知りつつ挑む者の高慢をとがめら

れる。力を駆使されるあなたは、寛容をもって裁き、大いなる慈悲をもってわたしたちを治められ

る。力を用いるのはいつでもお望みのまま。神に従う人は人間への愛を持つべきことを、あなたはこ

れらの業を通して御民に教えられた。こうして御民に希望を抱かせ、罪からの回心をお与えになっ

た。 

 

日課詩篇 第 ８６ 篇 11~16節 

10 主よ、あなたの道を示してください、誠実にあなたの道を歩み∥ み名をあがめることができる

ように、わたしの心を一つにしてください 

11 主よ、わたしの神よ、心を尽くして感謝を献げ∥ とこしえにみ名をたたえる 

12 み慈しみはわたしに深く∥ わたしの魂を死の国から救い出してくださった 

13 神よ、高ぶる者が逆らって立ち、暴力を振るう者が命をねらう∥ 彼らは、あなたのことを気にも

かけない 

14 主よ、あなたは憐れみと恵みに満ち∥ 怒るに遅く、慈しみとまことに溢れる神 

15 わたしを顧み、わたしを憐れみ∥ 僕にみ力を授け、あなたの忠実な子を救ってください 

16 恵みのしるしを現し、敵を恥じ入らせてください∥ 主よ、あなたはわたしの助け、わたしの慰

め 

 

使徒書 ローマの信徒への手紙 8:18-25 

現在の苦しみは、将来わたしたちに現されるはずの栄光に比べると、取るに足りないとわたしは

思います。被造物は、神の子たちの現れるのを切に待ち望んでいます。被造物は虚無に服してい

ますが、それは、自分の意志によるものではなく、服従させた方の意志によるものであり、同時に希

望も持っています。つまり、被造物も、いつか滅びへの隷属から解放されて、神の子供たちの栄光に

輝く自由にあずかれるからです。被造物がすべて今日まで、共にうめき、共に産みの苦しみを味わ

っていることを、わたしたちは知っています。被造物だけでなく、“霊”の初穂をいただいているわた

したちも、神の子とされること、つまり、体の贖われることを、心の中でうめきながら待ち望んでいま

す。わたしたちは、このような希望によって救われているのです。見えるものに対する希望は希望で

はありません。現に見ているものをだれがなお望むでしょうか。わたしたちは、目に見えないものを

望んでいるなら、忍耐して待ち望むのです。 



 

福音書   マタイによる福音書 13:24-30,36-43 

イエスは、別のたとえを持ち出して言われた。「天の国は次のようにたとえられる。ある人が良い

種を畑に蒔いた。人々が眠っている間に、敵が来て、麦の中に毒麦を蒔いて行った。芽が出て、実

ってみると、毒麦も現れた。僕たちが主人のところに来て言った。『だんなさま、畑には良い種をお蒔

きになったではありませんか。どこから毒麦が入ったのでしょう。』主人は、『敵の仕業だ』と言った。

そこで、僕たちが、『では、行って抜き集めておきましょうか』と言うと、主人は言った。『いや、毒麦を

集めるとき、麦まで一緒に抜くかもしれない。刈り入れまで、両方とも育つままにしておきなさい。刈

り入れの時、「まず毒麦を集め、焼くために束にし、麦の方は集めて倉に入れなさい」と、刈り取る者

に言いつけよう。』」 

それから、イエスは群衆を後に残して家にお入りになった。すると、弟子たちがそばに寄って来

て、「畑の毒麦のたとえを説明してください」と言った。イエスはお答えになった。「良い種を蒔く者は

人の子、畑は世界、良い種は御国の子ら、毒麦は悪い者の子らである。毒麦を蒔いた敵は悪魔、

刈り入れは世の終わりのことで、刈り入れる者は天使たちである。だから、毒麦が集められて火で

焼かれるように、世の終わりにもそうなるのだ。人の子は天使たちを遣わし、つまずきとなるものすべ

てと不法を行う者どもを自分の国から集めさせ、燃え盛る炉の中に投げ込ませるのである。彼らは、

そこで泣きわめいて歯ぎしりするだろう。そのとき、正しい人々はその父の国で太陽のように輝く。耳

のある者は聞きなさい。」 


